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２年生　第１セッション

誰でもできる

セルフ・コントロール
所要時間
50分

　＊本時は時配にかなり余裕を設けてある。
あらかじめチャレンジ・プリントを印刷しておき、授業の後半で実施することも可能である。
生徒の理解に合わせて進めること。
目的

１．自分を成長させるためのセルフ･コントロールの基本的考えを知れば、誰でも自分で自分を

成長させることができることを理解させる。

２．『自分がやめたい「よくない行動」を改善するための行動』を考える。
準備するもの

□フラッシュカード(｢ピア・サポート｣「仲間・友だち」「支える・助ける」「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う」｢周りの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣｢セルフ･コントロール｣「授業中、ボケーっとする」「眠くなる」「部屋の掃除をしない」「前の席に座る、ノートを取る」「自分の顔をつねる」「家で友達と宿題をする約束をする」)
□模造紙①「今日のテーマ・目標・学習の流れ」
□ポスター「2年生ピアの目標」

□掲示用プリント①「のび男君 ボケー」
□プリントＡ「セルフ･コントロールの基本的な考えを学ぼう」（生徒数,両面印刷可）

□第1回振り返り用紙（生徒数）　

般化維持プログラム　　　　　　　　　

□チャレンジ・プリント（生徒数）

□中学校2年生ピアピア新聞1号（生徒数）

生徒の持ち物
□ピア・サポート・ファイル
□筆記用具

	活動項目
(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	生徒の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．確認(3分)

	ピア･サポートの確認(2/2)

2年生の授業目標の説明(1/3)


	· この前、予告プリントでお話したように、今日から「ピア・サポート」の授業を始めます。
· はじめに、予告プリントで説明した、3つの大事なことを確認します。

1．ピア・サポートの意味

・1つ目は、「ピア・サポートとは何か？」という問題です。

・「ピア」という言葉はどんな意味でしたか？

· そうですね。「仲間・友だち」を意味します。

・では、「サポート」はどんな意味でしたか？

· 「支える・助ける」でした。

・では、この「ピア」と「サポート」の2つをつなげると、どんな意味になりますか？

・そうです。「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」という意味になります。
・この授業では、「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」ために大切なことを学習することになっていました。
2．支え合い助け合う関係をつくるために大切な2つのポイント

・では、2つ目の問題です。

・このようなピア・サポートの関係（仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う関係）を作るために、いつも考えなくてはならい大切なことが２つありました。何と何ですか？
· 「周りの人を大切にする」ことと、「自分を大切にする」ことでした。
・みんながお互いに支え合い助け合うためには、誰もがこの2つのことを実行できるようにならなければなりません。どちらか一方ではなく、両方ともとても大切です。このことも忘れないようにしましょう。
3．中学校2年生としての授業の目標
・では、最後、3つ目の確認です。中学校2年生のピア・サポートでは、何を学習しますか？

· そうです。｢セルフ･コントロール｣です。
・では、セルフ・コントロールって何ですか？

・はい、自分で自分を制御したり、管理したりすることですね。そして、そのことが中学校２年生の目標になっています。何でしたか？

· 『自分と向き合い、自分を管理できるようになろう！』ですね。
· あそこにポスターを貼っておきました。みなさんで読んでみましょう。

→一斉に音読させる。「自分と向き合い、自分を管理できるようになろう！」

· というわけで、今日はセルフ･コントロールの4回の授業の1回目です。本題に入っていきましょう。


	｢仲間｣｢友だち｣

｢支える｣｢助ける｣

「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う」
｢周り･･･｣「自分の･･･」

「セルフ･コントロール」

「自己管理」

「自分と・・・」

音読する
	●フラッシュカード「ピア･サポート」

◇フラッシュカード提示

●フラッシュカード「仲間・友だち」

｢支える・助ける｣

「仲間や友だち同士が、お互いに支え合い、助け合う」
◇フラッシュカード提示

●フラッシュカード「周りの人を大切にする」「自分を大切にする」

◇フラッシュカード提示

●フラッシュカード「セルフ･コントロール」

◇フラッシュカード提示

●（あらかじめ掲示）ポスター「2年生ピアの目標」


	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/4)
	1．今日のテーマと目標
· では、今日の授業のテーマと目標を話します。こちらを見ましょう。

→模造紙を指して読み上げる。あるいは生徒に音読させる。

テーマ：「誰でもできる　セルフ・コントロール」
目　標：「セルフ・コントロールの基本的考えを理解しよう」

2．今日の学習の流れ

・今日の学習の流れを説明します。

· さっき①「ピア･サポートの確認」が終わりました。今は、②「今日の学習の説明」をしているところです。

· この後、今日は皆さんに知ってほしいことが2つあります。知るⅠは「性格のせいじゃない」ということ、知るⅡは「自分の行動を変える自分の行動」がある、ということです。
· 最後に、授業の「まとめ」をして、「振り返り用紙」に授業の感想を書いて、終りです。


	
	●(あらかじめ掲示)模造紙①「今日のテーマ・目標・学習の流れ」

	3.知るⅠ「性格のせいじゃない」（19分）

	説明(2/6)
活動：個人（4/10）

活動：小グループ（4/14）

全体シェアリング（6/20）

説明１（1/21）
説明2（2/23）


	1．人間の行動の理由を考えてみる

· では1つ目の“知る”に入ります。ここにのび男君がいます。

· のび男君は、皆さんと同じクラスの人だとします。そののび男君が、今、授業中もぼけーっとしているし、話しかけても上の空です。それはなぜでしょう？

· 今から、プリントAを配ります。受け取ったら名前を書いて、その理由を思いつくだけ書き出してみましょう。まずは個人で考える時間を3-4分取ります。それから小グループで話し合う時間も取ります。では、受け取った人から始めましょう。

· （生徒の様子を見て）では、そろそろよいですか？今から3-4人のグループを作って、話し合います（小グループは授業の始めにあらかじめ決めておくとよい）。人の意見を聞いてよいものがあれば、写して構いません。時間はまた4分くらいです。グループになって始めましょう。
· （生徒の様子を見て）話し合いはできましたか？

· では、答えを発表していきましょう。私は、皆さんの発表を聞きながら、その内容を2種類に分けて書いていきます。どんな2種類なのか考えながら見ていましょう。
→生徒に発表させる。
板書するとき、指導者は生徒の回答を瞬時に判断して『出来事』か『性格（思考・態度・感情）』に分けて行う。

【回答例】

出来事：寝不足（寝ていない）

疲れている
　　　　誰かに叱られた（先生、先輩、親、友だち）

　　　　嫌なことがあった

　　　　授業が退屈

性　格：やる気がない

　　　　気合いが足りない　
　　　　いつもそう

　　　　眠いから

　　　　ボケーっとするのが本当は好き

　　　　ボケーっとしたいから（理由なんてない）

・いろいろ考えられましたね。
・では、改めて黒板を見ましょう。皆さんの意見をⅡ種るに分けて書いてみました。どんなルールで2種類に分かれているでしょうか。

· （反応を見てから）のび男君の身の上に起こった出来事か、のび男君の性格か、ですね。
· ではここで、セルフ・コントロールの考え方その1「性格のせいじゃない」の意味を説明します。

· 私たちは、何か困ったときやうまくいかないことがあったとき、よくそれを人の性格のせいにすることがあります。

· 「あいつ、いっつもそうだよ」とか「あの人はああいう性格だから仕方がない」というようにです。でも、この考え方はあまり良いものではありません。

· なぜならその理由は2つあります。プリントの空欄を埋めながら聞きましょう。
2-1.解説「性格のせいじゃない」①
· セルフ・コントロールができないことを性格のせいにするとよくないという理由の1つ目は、よくない行動を彼の性格のせいにしてしまうと、「性格だから無理だよ」となり、変化が難しくなるからです。そして、あきらめてしまう人も多くなるのです。それはとても残念なことでしょう。
2-2.解説「性格のせいじゃない」②
・2つ目の理由は、「やる気がない性格」だから「ボケーっとしている」のか（黒板に←を引きながら解説）、「ボケーっとしている」から「やる気がない性格」だと思われるのか（→を引きながら解説）？どちらとも考えられるようになり、つまり、原因がはっきりしない無駄な議論になってしまうから、です。
・以上の2つの理由から、セルフ・コントロールができない理由を考える時には、「性格のせいにはしない」というのが基本になるのです。

・代わりに、これから学ぶセルフ・コントロールでは、「誰でも成長できる、変わることができる」と考えます。
・では、2つ目の“知る”「自分の行動を変えるのは自分の行動である」という考え方に入りましょう。

	発表する
発表する


	●プリントＡ「セルフ･コントロールの基本的な考えを学ぼう」
◇プリントA配付
◇板書
◇フラッシュカードの後ろに×を書く
◇板書「出来事」「性格」
◇板書「性格のせいじゃない」
◇板書（←→？）



	4.活動Ⅱ「自分の行動を変える自分の行動」（20分）

	説明（3/26）

活動：個人（5/31）

活動：小グループ（5/36）

全体シェアリング（7/43）


	1．解説「Aという行動は→Bという行動を改善する」
· 今日2つ目の“知る”は「Aという行動は→Bという行動を改善する」ということです。
· プリントAを裏返しましょう。
· では、言葉の意味を説明していきます。

· 例えば、プリントにあるように「授業中、ボケーっとする」困った行動（Bという行動）があったとします。これは、「前の席に座る」とか「ノートを取る」という行動（Ａという行動）をすることで起こらなくすることができます。
· 他の例も同じです。

· 「眠くなる」行動は、「自分の顔をつねる」という行動で何とか抑えることができるでしょう（もちろん、それでは不十分で顔を洗ったり、外の空気を吸ったり、友だちに注意してもらったりすることが必要な場合もあるが、それも全てＢという行動を起こさないためのＡという行動である）。
· それから「部屋の掃除をしない」という行動は「家で友達と宿題をする約束をする」という行動によって“人が来るから掃除しなきゃ！”といって変えることができるかもしれません（これももちろん、その程度のことでは気にしないという生徒もいるだろう。他には掃除しなさいと親に忠告してもらう、掃除本を読んで刺激を受ける、新しい掃除機を買うなどのＡという行動もあるだろう）。

· 「Aという行動は→Bという行動を改善する」の意味が、ちょっとわかってきましたか？

2．問題を通して考える

· では、プリントの問題を解きながらさらに理解を深めましょう。問題を読みます。「次のような直したい行動や困った行動というBは、どのようなAという行動で改善することができますか？Bという行動が起こらないようにするためのAの行動を考えましょう。」です。
· その下にBの行動が１～3まであります。まずは、それぞれのBという困った行動、直したい行動があったとしたら、それが起こらないようにするためにどんなAという行動をすればよいか、考えて書きだしてみましょう。
· まずは個人で考える時間を3～4分とります。

· （3-4分後、生徒の様子を見て）はい、そこまでにしましょう。では、今度は小グループになって考えてみましょう。時間は4-5分くらいです。

· （4-5分後、生徒の様子を見て）お互いの意見を聞くことができましたか？では、答えを発表しましょう。

→発表させる。

【回答例】
A1: 買い物メモを書く、携帯電話を持って出かける、買い物のルートを決める（計画を立ててから出かける）

A2: 漫画を片づける、漫画がない部屋で勉強する、図書館に行く、本棚にカギをかける
A3: 帰ったら決まった場所に置くように箱を作る、鍵とカバンをひもで結ぶ、出かける前に指差し確認をする

· こんなふうにいろいろな例を使って考えると、「Aという行動は→Bという行動を改善する」の意味がよくわかってくるでしょう。これがセルフ･コントロールの基本的考え方その２です。
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	◇板書「Aという行動は→Bという行動を改善する」

●フラッシュカード「授業中、ボケーっとする」「前の席に座る、ノートを取る」
◇フラッシュカード掲示

●フラッシュカード「眠くなる」「自分の顔をつねる」
◇フラッシュカード掲示

●フラッシュカード「部屋の掃除をしない」「家で友達と宿題をする約束をする」
◇フラッシュカード掲示

◇板書



	5.まとめ(3分)

	まとめ（3/46）
	・それでは、今日の授業をまとめましょう。もう一度プリントの表を見ましょう。

・今日はセルフ・コントロールの基本的な考え方として2つのことを知りました。

・1つ目はその人の性格が原因でできたりできなかったりするのではないということです。直したいことや困ったことができたときには、性格のせいにして諦める前に今日の授業を思い出しましょう。

・そして2つ目は裏面です。

・自分の行動を変えるためには、もう1つの自分の行動を起こせばよいということを学びました。

・この2つのことをいつも知っていれば、今日のテーマ通り誰でも自分を自分で管理する「セルフ・コントロール」ができるようになります。

	
	

	6.振り返り用紙の記入(4分)

	付と記入と回収(4/50)
	・最後に振り返り用紙を配ります。今日の授業を振り返って、感じたことを記入しましょう。

· 次の授業からは、自分で自分を管理するセルフ・コントロールの具体的な方法について学習を進めていきます。
	振り返り用紙記入、提出
	●第1回振り返り用紙 
◇第1回振り返り用紙回収
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板書計画(案)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ピアの学年目標は教室内の適当なところに掲示すること。　
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２．Aという行動は　　　Bという行動を改善する





１．性格のせいじゃない





板書





前の席に座る、ノートを取る　→　授業中ボケーっとする


自分の顔をつねる　　　　　　→　眠くなる


家で友達と宿題をする約束をする　→　部屋の掃除をしない




















模造紙①


目標


テーマ


＊あらかじめ黒板外に掲示





�セルフ･コントロール








　


　　　　





自分と向き合い、


自分を管理できるようになろう！





出来事








活動の留意点：時間が残ったら、チャレンジプリントを行い、さらに練習を繰り返すこともできます。生徒の理解の具合によって実施を決めて下さい。
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